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株主の皆さまへ

世界的に広がる新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、社会的に外出自粛や非接触が求められる中で、4-9
月期において多くの企業はクラウド化やテレワークへの
対応を行ってきましたが、セキュリティ対策の強化やオ
ンライン営業などの新たな課題も見えてきました。
このようなニューノーマルと呼ばれる新しい時代に向
けた変化へ対応するために、企業においては戦略的事業
領域の強化や競争優位確保のためのデジタルトランスフ
ォーメーション対応、官公庁においてもデジタルガバメ
ント実現に向けたデジタル庁の創設等や脱ハンコの動き
が起きています。

ソフトバンク㈱における顧客向けのクラウド開発やIoT
案件等が拡大しました。
また、注力業界と定めたグローバル製造業向けのIoTシ
ステム開発案件が大きく伸長したほか、農林水産省向け
電子申請基盤の開発案件も進捗したことにより、売上が
拡大しました。

ソフトバンク㈱のグループ会社における大型クラウド
開発案件の開発フェーズがピークを迎え運用フェーズに
移ったものの、ゼロトラストセキュリティの構築やヘル
プデスク業務等の運用売上、また自社サービスである
clouXion（クラウジョン）やマネージドセキュリティサー
ビスが伸長しました。

代表取締役社長

6期連続、上期増収増益
第3次中期経営計画の2年目、堅調に進行中

株式会社電縁が、新しくSBTグループに加わりました

　平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
ここに第33期（2021年3月期）第2四半期の概況につ
いてご説明させていただきます。

お問合せ先 経営企画本部　経営企画部
TEL 03-6892-3063
MAIL sbt-ir@tech.softbank.co.jp
住所 〒160-0022 東京都新宿区新宿六丁目27番30号 
 新宿イーストサイドスクエア 17階

※記載されている会社名、ロゴ、製品名等は、それぞれ各社の商標または登録商標です。
※ 本紙では、「全ての人が読みやすいフォント」という基本的な考え方に基づくユニバー
サルデザイン書体（当社子会社のフォントワークス㈱開発）を使用しています。
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株主メモ 株主還元策について

事業年度 4月1日から翌年3月31日まで

配当金基準日 期末 3月31日
中間 9月30日

定時株主総会 毎年6月

株主名簿管理人 みずほ信託銀行株式会社

同連絡先 みずほ信託銀行　証券代行部
〒168-8507　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
TEL.0120-288-324（フリーダイヤル）

特別口座管理機関
同連絡先

三菱UFJ信託銀行株式会社
三菱UFJ信託銀行　証券代行部
TEL.0120-232-711（フリーダイヤル）

上場取引所 東証第一部（コード番号 4726）

公告方法 電子公告により、当社ホームページに掲載いたします。ただ
し、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による
掲載ができない場合は、日本経済新聞に掲載いたします。
https://www.softbanktech.co.jp/ 2017年6月1日付で普通株式1株につき2株の割合で株式分割を行い、

配当額を調整しております。
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株主の皆様への利益の還元策としては、配当による成果の配分を基本に
考え、毎期の連結業績、投資計画、手元資金の状況等を総合的に勘案しな
がら、安定的かつ継続的に配当を実施する方針です。
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News & Topics

創業以来、通信、自治体などを中心に各種システム開発
を手掛けており、それらの業界における知見や技術力

強み・特徴
当社は、ソフトバンク株式会社のIT支援及び、クラウド
やセキュリティの技術力を強みに、建設業やグローバル
製造業を中心とした法人、官公庁・自治体向けのプロ
ジェクトを多数手がけております。
両社が強みとする通信業や自治体においては、今後、
5Gやデジタルガバメントの領域でクラウドや IoTと
いった先端技術を活用した開発需要が高まっていくと
想定しており、電縁社の子会社化により、拡大するニー
ズへの対応力強化が図られると考えております。

期待 / シナジー

アイ・オーシステムインテグレーション株式会社
（事業：情報処理システムの開発及び販売・保守等）

子会社

29億円
売上高（2020年9月期）

139名（平均年齢：35.9歳）
従業員数（2020年9月期）

・システムコンサルティングサービス
・システムインテグレーション
・パッケージソフトウェアの提供

事業内容

経営環境 注力事業の状況
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経常利益 親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

営業利益
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このような経営環境の中、法人公共のお客様、ソフト
バンクグループ各社向けのビジネス共に堅調に推移しま
した。M&A手続き費用が一時的に発生したものの、売上
高、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期
純利益は第2四半期連結累計期間として過去最高となり
ました。

上期業績

 事業部門向けビジネスITソリューション

 社内向けコーポレートITソリューション



第3次中期経営計画 経営指標
1 営業利益  43億円　 2 BIT＆CIT 売上高構成比率  50％へ　 3 ROE 13％

サービスプロバイダーへの進化
● 働き方改革支援　● セキュリティ対策

コンサルティング&ビジネスITの創出
● デジタルガバメントの推進　● お客様とのビジネス協創

SBTは、クラウドやセキュリティ、IoT、AIなど先端技術を活用し、ニューノーマルに対応した新しい働き方へのシフトを支援しています。
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新
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ニューノーマル時代のサイバーセキュリティ

スマートシティ、スマートビルの IoT支援

社内文書の電子化・ペーパーレス

テレワーク下でのオンライン営業支援

電子サインによる脱ハンコ

デジタルガバメント

これまでのセキュリティ対策は、従業員が社内で仕事をすることを前
提に行われてきました。しかし働き方が変わり、テレワークにより従
業員が自宅などで仕事をすることが増え、最近では、社内と社外を区
別せずに全ての通信を疑って監視する「ゼロトラストセキュリティ」
が注目されています。このような新しいセキュリティ対策を実現する
ソリューションや、セキュリティ専門家が24時間監視を行うサービ
スを法人や官公庁・自治体のお客様に提供することを通じて、皆さま
の安全な生活に貢献しています。

ソフトバンク株式会社が構築する「Smart City Platform」のプラットフォー
ム基盤の構築を支援し、IoTデバイスから情報を収集する機能の一部には
「IoT Core Connect」が採用されています。各IoTデバイスからはエレベー
ターの混雑状況やトイレの空き状況、従業員の顔認証などの情報がリアル
タイムでわかり、ビル利用者の利便性向上に貢献しています。

FLOWは業務効率化のためのOffice 365専用のワークフローサービスです。
PC・スマートフォンから、いつでもどこでも簡単に経費申請などさまざま
な申請・承認が可能です。テレワークにより在宅勤務が増えた中、これま
で紙で対応していたさまざまな申請・承認業務の電子化も実現でき、業務
効率化だけでなく、決裁のスピード化、ペーパーレス化に寄与しています。

外出自粛の要請などを受けて、対面営業からオ
ンラインでの営業活動が増加している中で、オ
ンライン営業を支援するサービスを開始しまし
た。顧客管理ツールMicrosoft Dynamics 365と
Microsoft Teamsのデータを連携し、テレワーク
におけるさまざまな営業活動を可視化すること
で、顧客対応遅延などのリスクを早期に発見し、
適切なアクションにつなげることが可能です。

Adobe Signは、 Microsoftの推奨ソリューションで、法的に有
効な電子サインにより、契約や承認に必要な文書のやり取りが
オンラインで完結し脱ハンコを実現できます。クラウドの豊富
な知見をもつSBTが導入支援を行うことでMicrosoft Teamsなど
のサービスと連携し、文書管理ワークフローによる効率化を実
現します。
Adobe Signと同様のサービスには弁護士ドットコムのクラウド
サインがあり、これらには電子文書の真正性確保を実現するた
めに子会社のサイバートラストの「iTrust（アイトラスト）」が採
用されています。

クラウドとセキュリティの知見を活かして「紙からデジタル」の推進に貢献
しています。農水省が所管する法令に基づく申請や補助金・交付金の申請を
オンラインで行うことができる電子申請システムの開発を手掛けています。
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県・市町村 等関係機関

申請者
（農林漁業者、グループ等）

代理申請等の支援

審査・承認

審査・承認

法人共通認証基盤によるログイン

申請

DX Sales for Microsoft Teams

ゼロトラストセキュリティ

Adobe Sign導入支援サービス

FLOW

IoT Core Connect

農林水産省共通申請サービス（eMAFF）


